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研究成果の概要（和文）：日本史における中世の成立史を10世紀から12世紀にたどった。その重要な特徴は、仏
教の全社会的な組み込みであると判断した。その上で、国家宗教や政治宗教として発達した日本中世仏教の圧倒
的威力を確認しつつ、それらに抗して獲得されはじめた普遍的思想について、文献史料から見出す研究を実施し
た。日本中世の国家宗教としての仏教の確立は、東アジア世界の激動に影響されつつ、権力事業としてなしとげ
られた。いっぽう、民衆の生活世界では、地縁によって自立化をめざす新しい村づくりが進展し、自覚的に平
等・結集・平和が求められ、その手がかりが仏教に求められ始めた。以上の点を、文献史学の手法によって、例
示的に論じた。

研究成果の概要（英文）：Following the history of the formation of the Middle Ages from the 10th 
century to the 12th century. Its important feature was that Buddhism was totally incorporated into 
society. First of all I confirmed the overwhelming power of Japanese medieval Buddhism developed as 
a national religion and political religion. On the other hand, I explored the universal thought that
 began to be acquired against them. The medieval Buddhism of Japan was established as a national 
religion, which was influenced by the turbulence of the East Asian world, and was settled by the 
power policy. On the other hand, in the people's living world, the development of new villages 
aiming for self-reliance by neighborhoods has progressed, requiring subjective equality, 
mobilization and peace. And in the 12th century the people started seeking their clues to Buddhism. 
The above points are exemplarily discussed by the method of document history.

研究分野：日本中世史

キーワード： 日本中世　仏教　山寺　東アジア　普遍思想

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 日本中世仏教形成史を論じた単著論文

集『日本中世仏教形成史論』（2007 年）、中世

仏教史研究の基礎史料分析の方法的開拓を

目指した単著論文集『日本中世仏教史料論』

（2008 年）、東アジア世界における日本中世

仏教形成史を論じた単著論文集『日本中世仏

教と東アジア世界』（2012 年）、以上の系統的

な研究を踏まえ、研究対象の拡大と深化を実

現させる方法として「日本中世仏教成立史に

みる意志的普遍思想の成立」に狙いを定めた。 

 

(2) 2010 年度-2013 年度に受給した科学研究

費・基盤研究(C)「東アジアにおける大蔵経

的世界の形成と日本中世」の最終年度におい

て、本研究課題を構想した。特に、普門寺（愛

知県豊橋市）における文献調査の過程で、中

世の山寺についての研究に手がかりがある

ことに気づいた。 

 

２．研究の目的 

(1) 日本中世仏教成立史を日本中世成立史

の問題として考察するものである。仏教史を

便宜上の分野史として他の局面と切り離さ

ず、日本中世史そのものとして実施すること

を目的とした。 

 

(2) 東アジア世界の中の日本中世形成史論

と列島社会内在的な日本中世形成史論に目

配りし、12 世紀の歴史的達成を世界史上に位

置づけることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、二つの視野とその統合を構

想した。一つは、東アジア世界論を踏まえた

日本中世成立史研究に際して、唐・宋といっ

たいわゆる漢族中国に視野を限定せず、朝鮮

半島はもとより、遼・金・西夏といった遊牧

族の歴史動向を視野に入れることである。こ

のことは、連動推移する歴史的な世界につい

ての視野を拡げ、東アジア世界にとどまらな

い広域世界との関連を展望する試みである。

少なくとも仏教史を見渡すならば、南アジア

のインドや中央アジアなどとの関連を探究

する必要があると考えたからである。 

 

(2) もう一つは、日本列島諸地域の生活者住

民が仏教を導入・獲得する過程について、歴

史的な条件、生活者自らの必要水準、価値

観・意思を伴う主体的な行動、という次元で

の史実探究を目指すことである。国家宗教と

して圧倒的威力を発揮した中世仏教に対峙

する民衆の営みは、地縁社会の形成を軸とす

る生活世界深部の変動を迎えた 12 世紀前半

頃に、新しい理念を求めつつ漸進したのでは

ないか、と考えたからである。 

 

(3) 以上二つの視野は、歴史的に見出された

普遍思想の獲得に焦点を当てることで、統一

的に理解することができる。紀元前 5,4 世紀

の南アジアに発した仏教がユーラシア世界

の東部で受容されたことと、深部の社会変動

期を迎えた日本列島民衆が自立のよりどこ

ろとして没権力的・超越権威的な仏教を求め

はじめたこととには、歴史的な脈絡における

接点がある。 

 

(4) 日本中世仏教の中に含まれる普遍思想

を見極め、文献によって実証する課題を据え

た。「和合」「一味」などの文言に注意し、平

和・平等・人権という概念の表出を探った。

特に注目した具体的対象は、山寺である。研

究史上はやや特殊な存在と見なされがちだ

が、ここには東アジア仏教の最新動向が届い

ており、同時に里山を必要とする山麓民衆と

の密接な関係があるとの手がかりをもった。

普門寺（愛知県豊橋市）の文献調査で得た知

見を基礎にしつつ、愛知県史や三重県史の編

纂に関わって得た情報をはじめ、自治体史史

料編を活用しつつ、必要な現地踏査を行った。 

 
４．研究成果 



(1) 広域アジア世界において日本中世成立

史をたどる試みとして論文「北宋・遼の成立

と日本」（図書⑥）その他を執筆した。遊牧

族国家たる遼・金を視野に入れ、諸民族の接

触・対抗が、権力による世界宗教たる仏教の

導入策と政治統合策に結びつくことを論じ

た。また、『大般若経』の受容史を例に、イ

ンド、中央アジア、中国を経由した仏教が日

本中世の地域社会においても積極的に担わ

れていることを、文献調査に基づいて論じた

（図書④）。 

 

(2) 中世民衆が意志的に導入した仏教思想

について、具体例を挙げて論じた。「永暦二

年永意起請木札をめぐって」(雑誌論文⑦)に

おいて、12 世紀の起請文に百姓の「天」意識

を見いだした。『平安京と中世仏教』（図書

⑩）では、戦争と飢饉が深刻化した 12 世紀

に、生存の意味を問いかける民衆の姿を見い

だした。また、人としての生存を仏教思想に

託して宣言せざるを得ない、権力者側の動き

にも注目した。中世民衆が生活実感から要請

して主体的に担った仏事について、古文書・

古記録・美術史料から見いだした（図書⑤）。 

 

(3) 中世の山寺に注目し、本研究課題の重要

対象として分析・論述した。中世の山寺は、

最新の大陸仏教動向の摂取拠点であり、同時

に山寺間ネットワークを列島内に形成してい

た（図書①）。また山寺が膝下の民衆生活世

界に支えられる構造が10世紀後半ごろから形

成されはじめ、12世紀には各地に成立する。

百姓身分の獲得、生活と経営の単位としての

小家族の自立、地縁村落の形成、それらの達

成を将来に向けて安定させる民衆意思が、仏

教の「和合」思想に求められた。その具体事

例を三河国・尾張国・伊勢国に確かめた（雑

誌論文⑤⑥、図書⑦⑧⑨）。 

 

(4) イベリア世界での国際学会における研究

報告を機会に、本研究課題を、前近代におけ

るグローバルヒストリーに結びつける手がか

りを得た。2017年に、ポルトガル・ミーニョ

大学で“Manifestation of People’s Will in 

the Medieval Japan:The Modality and 

Thoughts”（英語、2018年に出版予定）を、

スペイン・王立立法院で“Manifestación de 

ideas democráticas en la historia del 

pueblo del Japón medieval”（通訳、2018

年5月発刊）を、それぞれ報告した。この２報

告では、日本中世の一揆をめぐって、百姓が

意思と要求を説得的に示した訴状類を素材に、

平和・平等・人権についての自覚的表現が見

いだされる例として論じた。イベリア世界で

の研究報告は、世界史ないし人類史において

普遍思想を考察する試みとなった。また、ユ

ーラシアの両端における、西ゴート王国とヤ

マト国家の成立以来のグローバルヒストリー

を念頭に置き、従来の西ヨーロッパとの比較

史や東アジアとの連動史に加えて、新しい視

点を模索した。 

 

(5) 課題の発見 

 近代思想より以前、大航海時代以前につい

て、民衆が普遍思想を意志的に獲得しはじめ

たことを、本研究によって確かめた。今後、

不殺生、慈悲、和合、平等、人権などの普遍

的思想をめぐる史実を自覚的に探究し、それ

らを世界史上の諸史実と結びつけ、歴史的に

位置づけるという研究課題が浮上した。 
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